





細 見 博 志 
 
【訳者まえがき】 
原著は Ferdinand Tönnies(1855-1936), Die Sitte, Literarische Anstalt: Rütten & 
Loening, Frankfurt a.M., 1909 である。Martin Buber 編集による『社会―社会
心理学的研究叢書』の第 25 巻として同書肆から刊行された。復刻版は 1970
年に Verlag Ferdinand Keip より単行本として出版された。英訳 Ferdinand 
Tönnies, Custom: An Essay on Social Codes, translated by A. Farrell Borenstein, 
The Free Press of Glencoe, N.Y., 1961 を参照した。拙訳脱稿後に西村克彦訳、
テンニエス著『しきたり』(Die Sitte)、青山法学論集、第 24 巻第 3 号 57-89




文字をもって章立てと見なせば全部で 8 章。本巻では原著前半 49 頁、第 4


















































(Gottheit)などを用いた。Sitte を custom と訳した英訳者によれば、custom は























                                                             
1 シュレースヴィヒ・ホルシュタイン州の小都市で、キール南東 30 キロ、テニエス
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・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
がある習慣
を意味していると主張している。それが証拠にドイツ語は習俗の命令(Gebote 

































































（1818-92）〕は著書『法における目的』〔第 1 巻 1877 年、第 2 巻 1883 年〕第
2巻で習俗を詳細に研究し、この第 2巻をほとんどすべて習俗に当てている。
彼は「習慣」も〔習俗と同様〕社会的な
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1 メフィストフェレスの誘惑に対するマルガレーテの返事。J.W.v.Goethe, Faust, Vers 
2949, Goethe-Werke, Hamburger Ausgabe, Bd.3, S.94, dtv Dünndruck 1982；大山定一訳、
ファウスト、世界文学大系 19、ゲーテ、筑摩書房、1960 年、74 頁。 















































































                                                             
1 メフィストフェレスの誘惑に対するマルガレーテの返事。J.W.v.Goethe, Faust, Vers 
2949, Goethe-Werke, Hamburger Ausgabe, Bd.3, S.94, dtv Dünndruck 1982；大山定一訳、
ファウスト、世界文学大系 19、ゲーテ、筑摩書房、1960 年、74 頁。 














































































































































































































                                                             
1 古代インドの四住期（学生期、家住期、林住期、遊行期）の林住期を指している。 
2 ディオゲネス・ラエルティウス、加来彰俊訳、ギリシア哲学者列伝、上、岩波文庫、
1984 年、第 1 巻第 2 章、59 段、56 頁、参照。 
3 アリストパネース、鳥、1335-1370 行、参照。 
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【先祖供養】畏敬の念〔の対象〕は〔生者から〕自ずと見えざる
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1 もともとギリシア語の spendeios(｢灌奠に用いられる｣)は sponde(「灌奠・神酒」)の形
容詞である。 
2 フリードリヒ・シラー、木村謹治訳、イービクスの鶴、シラー選集、第 1 巻、新関
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1 キリスト教の歌も祝福も効果はない、という意味。 
2 J. W. v. Goethe, Die Braut von Korinth, Verse 164-5, Goethe-Werke, Hamburger Ausgabe, 
Bd.1, S.272, dtv Dünndruck 1982；山口四郎訳、コリントの花嫁、ゲーテ全集、第 1 巻、
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1 創世記、第 29 章 14-28 節、参照。 




































































                                                             
1 創世記、第 29 章 14-28 節、参照。 
































                                                                                                                                        
年、18 頁。 
1 Ibid. S.190; 同上、18 頁。 

























                                                             
1 アイスキュロス、エウメニデス、737-740 行、橋本隆夫訳、ギリシア悲劇全集、第 1
巻、岩波書店、1990 年、246 頁。 
2 同上、778-9 行、249 頁。 
3 Friedrich Schiller, Macht des Weibes, Sämtliche Gedichte, 2. Teil, dtv Gesamtausgabe 2, 
1965, S.15; Schillers Werke, Bd. 1, Weimar, 1943, S.285；野上巌・矢野敏英共訳、婦人の
力、シルレル詩全集（下）、白水社、1948 年、290 頁。 
4 Friedrich Schiller, Würde der Frauen, Sämtliche Gedichte, 1. Teil, dtv Gesamtausgabe 2, 
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・ ・ ・ ・
習俗を展開することは決して容易ではない。ヒトにおいては、他の
哺乳類や脊椎動物でもそうであるが、女性は求愛と欲求の対象である―自
然の事情が文化的な制度によってどんなに見えにくくされていようとも―
という単純な理由からして、貞操が男性にとってそのような直接的な価値を
持たないのである。 
しかし女(Weibchen)の側にしても求愛されていることを知っている場合は、
好意を出し惜しみするのは当然である。従って自分の個人的な魅力以外の理
由で、例えば父親の持参金である雌牛のゆえに、求婚されているような場合
は、まさしくそうである。乙女が自分で身の処し方を決めることができる場
合でも、彼女は与える者、男性は取る者であることに変わりはない。男性は
自らを華麗、快活、立派に仕立てあげ、乙女の気を引くために自らの力で飾
り立てる。とはいえ実際の生活で女性の連帯に類似するようなことは男性の
場合には存在しない。ある男性が貞潔に結婚生活に入る、ということに他の
男性はまったく本能として関心を持たない。というのも、性に関係する限り
で、個々の男性の結婚などはそもそもどうでもよいことだからである。これ
に対して女性である限り結婚は、そして女性たちが結婚にこめた価値は、決
定的に重要な事柄である。 
【羞恥心と衣服】羞恥心は、恐怖心と内気さにその根源を持っているので、
男性によりも女性に自然な感情であり、最も本来的な姿として隠蔽
・ ・
という形
を取る。体のある部分、つまり性徴を覆い隠す必要性は、現代の子供たちの
観察や民族学の調査が教えるように、およそ生来の本能ではないが、しかし
ずっと昔のある発展段階において生じたものであり、皮膚彩色や刺青に代用
されるような、衣服(Bekleidung)が有している他の諸目的と無関係である。 
習俗は多種多様であるが、性行動において自由を制約し、粗暴さや混乱を
防止しようとする習俗は、人類に共通の古来からの遺産と見なすことができ
る。どこでもそうであるが、習俗が男性に課す規則と女性に課す規則は異な
り、老人に課されるものと若者に課されるものも異なる。一方ではすべての
人々に対して、他方では本能や心情の動きが互いに引きつけようとする若者
と娘に対して殊更に、垣根を設け、基準を与え、情熱の代わりに理性に支配
させようとするのが習俗である。 
いずれの場合でも習俗は、伝統に根ざしているということと別に、老人た
ちや特に両親の意志をその本質としている。彼らは自分たちの子供を守り無
分別を防ぐことを自分たちの義務と考え、自分たちの本来の利害関心と認識
しているのである。厳格な習俗のもとでは、「つましやかな」(sittsam)振る舞
いが、つまり恥じらいから外見上控えめに振る舞うことが必要であるだけで
なく―この振る舞いはここでも特に乙女に課される―、結婚や少なくと
も婚約によって男性が女性への権利を与えられない限りは、純潔が習俗とし
て本質的に重要である。 
しかしながら周知のように習俗は、不倫行為や婚前不純行為で女性の場合
を男性の場合よりもはるかに厳しく糾弾する。女性の純潔と貞節は習俗によ
って特別の監視下に置かれている。これは如何なる事情によるのか。まず思
い浮かぶのは、そしてそれがおそらく一番重要だと思われるが、女性自身の
心情と意志である。というのも女性は自らの華やかさと純潔を乙女が愛しい
男性や夫
・
に捧げる高価な財産として感じているからである。また習俗によっ
て純潔の価値が十分に高く評価されているときには、夫に自らの純潔を捧げ
るのは、夫が妻とその子供たちに与えるいつまでも変わらない保護という代
償によってである。というのも女性にとって婚姻は自らの人生の拠り所であ
り、自分たちの身分の共通の利害関心であるからである。それゆえに女性の
名誉は彼女らの身分の名誉であり、軽率にも、ましてや金で、肌を委ねる女
性は、単なる愚か者としてだけでなく、裏切り者として、女性仲間の尊敬を
失うのである。 
女性における性的な出来事において、女性の連帯
・ ・
は習俗の特別の主題であ
167
そして死者供養を習俗の中の習俗と名付けたように〔第 2 章【先祖供養】
参照〕、死者供養の高度の妥当性は、死者供養が装飾の必要性を抑え、極めて
小さいものとするということに存在する。美意識は健全で純粋なもの、明る
く輝くもの、豊かな色彩を好み、喜びを表現し刺激することを願う。しかし
習俗は黒色や白無垢の衣(Gewänder)を悲嘆の徴表として命じ、時には衣服を
裂き、頭を袋や灰で隠したりさせる。習俗は感情表現にその感情にふさわし
い型を与えようとする。汚れや破壊は苦悶にふさわしいとみられた。という
のも一面では苦悶は立腹と憤懣に近いからであり、他面で注意力と配慮を通
常の事柄に向ける「時間的な余裕がない」からである。 
衣服に関して習俗は、習俗がなければ弛緩し、動揺し、ずぼらとなること
でも、しばしば確保し秩序づける。習俗はある種の「衣装」(Trachten)を決定
するが、たいていの場合特に女性の特別の衣装を男性のそれと区別して決定
する。男女の衣装の相違に関連してさらに、未婚女性、既婚女性と未亡人、
若者と一人前の男、主人と召使いなどの衣装の相違が出現する。衣服
(Kleidung)は性の徴表
・ ・
 (Zeichen)となると同時に、戸籍上の身分、職階、位階
などの徴表となる。ここからして習俗と宗教における、衣服を着せること
(Einkleidung)、つまり叙任(Investitur)の重要性が生じる。従って「衣装」には、
肢体を隠したり強調したり飾ったりする衣服と異なる、装飾品や実用品など
も属する。 
習俗にとってすべては徴表として、象徴として重要なのであり、この点に
おいても宗教は習俗に連動する。習俗も宗教も感覚として知覚できる特徴に
よって物事を区別し際立たせようとし、誰もが自分の目、耳、記憶力にはっ
きりと刻み込まれたものに従って行動することを、習俗と宗教は望んでいる。
この場合のみならずどの場合でもそうであるが、なかんずく原始的な文化段
階にある諸民族にとって、習俗と宗教は、自然で便利で、愛情と尊敬に包ま
れ、さまざまな観念によって神聖視された立法者である。習俗と衣装の結び
付きは極めて密であることは、周知のように「服装」(Kostüm)が「習慣」〔ラ
テン語の consuetudo（習慣）〕から、一般的には「民衆の習俗」から派生した
ことからも明らかである。 
習俗の内部にもある程度の自由がいつも存在するように、この衣装の領域
においても、気に入られたい、魅力的・魅惑的でありたい、という女性に自
然な感情と、教え込まれ習俗によって是認されている女性の羞恥心が、しば
しば出会い、ぶつかる。この二つの感情から女性の装飾品への欲求や美的感
覚が育まれた。女性の美的感覚は倫理的な感覚と深く絡まっており、おそら
くそれゆえにこそしばしば倫理的な感覚とぶつかった。美的感覚は装飾や華
美なものを、倫理的感覚は礼儀正しさや「行儀正しさ」(Wohlständige)（200
年前のドイツ語が好んで表現したように）を好む。美的感覚において自由は
目ざめ、倫理的感覚において習俗への服従が現実となる。 
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